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2011年 5月 17日 

株式会社日立製作所 

 

日立と米国VMware社 

金融機関向けクラウドソリューション分野において戦略的提携 

 

株式会社日立製作所(執行役社長：中西 宏明／以下、日立)は、このたび、コンピュータの仮想化

ソフトウェアをグローバルに製造・販売する VMware, Inc.（President & CEO：Paul Maritz（ポー

ル・マリッツ）、本社：米国カリフォルニア州パロアルト、／以下、ヴイエムウェア）と、金融機関向けのク

ラウドソリューション分野において戦略的提携を実施することで合意しました。本提携のもと、日立は、

日本をはじめとしたアジア地域において、両社の製品や技術を融合した金融機関向けプライベートク

ラウドソリューションの提供を開始します。また、ソリューションの効果検証やアジア地域におけるマー

ケティング活動を両社共同で実施していきます。 

 

金融危機以降、日本の金融機関では、ITシステムのTCO削減が大きな課題となっており、クラウド

コンピューティング環境の導入による IT リソースの集約化や効率化への期待が高まっています。中で

も、機密情報管理の観点から、自社内にシステムを保有する高信頼なプライベートクラウドの形態での

導入が注目されています。 

今回の提携のもとで、両社は、クラウド導入による IT リソースの全体最適化を図るにとどまらず、複

数の業務アプリケーションで使用するデータをメモリ上で仮想的に共有する分散型データ処理（デー

タグリッド）技術(*)を活用し、プライベートクラウド環境をさらに高度なものへ進化させます。 

 

* 分散型データ処理技術：データを複数の計算機のメモリ上で保持し、業務アプリケーションが高速にデータへアクセスすることを可能とする技

術。データは複数の計算機のメモリー上にコピーを保持し、1つの計算機でデータが更新された場合はリアルタイムに他のコピーも更新でき

る。また、データの所在を管理する機能を備えており、業務アプリケーションは、意識することなく目的のデータへアクセスできる。 

 

具体的には、今回提供開始するソリューションでは、従来、業務システムごとの DB で管理していた

データについて、データの所在を意識せずプラットフォーム（ハードウェアやミドルウェアなどのシステ

ム基盤）側でデータを管理できる革新的な IT アーキテクチャを実現します。この仕組みにより、従来、

個々の業務アプリケーションで個別に扱っていたデータを企業内で共通的に扱うことが可能となりま

す。 

 

ヴイエムウェアは、仮想化・クラウドプラットフォーム製品「VMware vSphereTM」や「VMware 

vFabricTM」など、これまで仮想化・クラウドの先進技術を提供してきた実績があり、グローバルで高く

評価されています。また、日立は、2008年から「VMware vFabricTM」の中核製品である分散型デー

タ処理ソフトウェア「Gemfire」を日本の金融機関において広く構築・サポートしてきたシステムインテグ

レーション上のノウハウがあります。これらの両社の技術と実績・ノウハウを組合わせ、日立は、金融機

関の基幹系システムにも幅広く適合する本格的なプライベートクラウドソリューションを提供します。 
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 本ソリューションにより、大量データを扱う金融機関において、データの更新など処理時間の大幅な

短縮が実現できるほか、企業全体でリアルタイムにデータの共有や分析が可能となります。また、複数

拠点間でデータの同期を瞬時にとり整合性を保つことができるため、障害対策用のバックアップセンタ

も普段からアクティブセンタとして有効活用できます。これらの仕組みは海外の複数拠点間でも適用

することができるため、IT リソース集約や高品質なシステム開発によるグローバルレベルでの ITコスト

削減や ITガバナンス強化が可能になります。 

 

今回の具体的な合意内容は、以下の通りです。 

(1)金融機関向けプライベートクラウドソリューションの提供 

ヴイエムウェアの仮想化・クラウドプラットフォームに加え、複数のコンピュータで並列処理するエン

タープライズグリッド、株価や為替レートのような複雑なイベントを高速に分析する複合イベント処理

（CEP：Complex event processing）関連の日立製品を融合したプライベートクラウドソリューションを

金融機関向けに提供します。さらに、両社の製品への機能追加や効率的なシステム開発を可能にす

るフレームワークを共同で開発します。 

 

(2)ソリューション効果の共同検証 

日立は、本ソリューションによるデータ処理速度の高速化を検証するため、実機を使った実証実験

を 2010 年から開始しています。今後は、両社が保有する各種ミドルウェアや業務アプリケーションに

ついても、順次、本ソリューションへの適合性の検証を実施していきます。 

 

(3)アジア地域における共同マーケティング活動  

日本の金融機関向けに本ソリューションの提供を開始することに加え、アジア地域における共同マ

ーケティング活動に着手し、アジア地域においてソリューション提供を行う予定です。 

 

日立は、今後もヴイエムウェアとパートナーシップを強化し、日本・中国などアジア地域における金

融機関向けのソリューションメニューを拡充していくとともに、欧米など他地域への本ソリューションの

提供も検討していきます。 

 

 

■ヴイエムウェアに関するホームページ 

 http://www.vmware.com/jp/ 

 

■他社商標注記 

・VMware、VMware vSphere、VMware vFabricは、米国およびその他の国におけるVMware, 

Inc.の登録商標または商標です。 

・その他記載の会社名、製品名はそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社日立製作所 情報・通信システム社 金融システム営業統括本部 [担当：仲田] 

〒100-8220 東京都千代田区丸の内一丁目 6 番 1 号 

TEL： 03-4235-5039 (ダイヤルイン) 

E-mail： financial-sys@ml.itg.hitachi.co.jp 

 

以上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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